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本日の日程

• 【講演】次期学習指導要領に向けて

文部科学省教育課程課教育課程企画室長
栗山 和大 氏

１３：4０～１４：５０ 部会Ⅰ

• 理科教育を取り巻く現状について
（理科WG資料より）

• 「生成AIを活用した授業づくり」

１5：００～１5：５０ 部会Ⅱ

• リフレクション、事務連絡

１5：5０～１6：００ 閉会



理科教育を取り巻く現状について

１：小・中・高の目標と「見方・考え方」の統一

２：４領域から学問的系統性に基づく「４分野」への再編と

「高次の資質・能力」の構造化

３：学習内容の新設と精選

４：「探究の過程」の用語統一

５：デジタル学習基盤の前提化



理科教育を取り巻く現状について

文部科学省教育課程部会理科WG第9回資料「とりまとめに向けた検討について」

学びの一貫性・系統性・連続性の確保
→小中高の理科教育の目線を合わせる



理科教育を取り巻く現状について

一貫性・系統性・連続性を
確保した指導を充実

親学問の系統性を踏まえ
た整理が実施される方向

で議論が進んでいる

文部科学省教育課程部会理科WG第9回資料「とりまとめに向けた検討について」



理科教育を取り巻く現状について

「最終的にどんな大きな概念の理解を核に個別の
知識・技能を結びつけていけばよいのか」をイメージ
できるように示す。
→ 科学的な探究により導かれる自然科学の一般原
理・法則やその魅力を理解できるような授業づくり

「知識及び技能の統合的な理解を基に、科学的
に探究することができる」ことを示す
→ 児童生徒が自然科学の本質的な思考方法
（特徴を見いだして表現する）を実践するよう
な授業づくり

文部科学省教育課程部会理科WG第9回資料「とりまとめに向けた検討について」



理科教育を取り巻く現状について

見直し・精選
新設「理科と日常生活」

文部科学省教育課程部会理科WG第9回資料「とりまとめに向けた検討について」



理科教育を取り巻く現状について

文部科学省教育課程部会理科WG第9回資料「とりまとめに向けた検討について」



理科教育を取り巻く現状について

深い学びの
実現

ICTを活用すること
で、分析・考察に十分

な時間が割ける

文部科学省教育課程部会理科WG第9回資料「とりまとめに向けた検討について」

生成AIも含まれる
（この後の協議題）

徳島SAMRモデルの
「M段階」以上が

該当



理科教育を取り巻く現状について

徳島ICT活用モデル～個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けて～ －SAMRモデルの再認識－



理科教育を取り巻く現状について

「S・Aはだめで、M・Rはよい」という二項対立で考えるのではなく、
柔軟に各活用段階を取り入れることが求められる。

徳島ICT活用モデル～個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けて～ －SAMRモデルの再認識－



「生成AIを活用した授業づくり」

御自身の「生成AI」の活用状況を
班の方と共有してみてください。

generated by NanoBanana2



「生成AIを活用した授業づくり」

生成AI

生成AI

「人間中心の原則」に則った利活用

generated by NanoBanana2初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン（Ver.2.0）を基に作成



児童生徒の学びにおいては、
学習指導要領に示す資質・能力の育成に寄与するか、
教育活動の目的を達成する観点から効果的であるかを
吟味した上で利活用するべきであり、生成 AI を利活用する
ことが目的であってはならない。

「生成AIを活用した授業づくり」

generated by NanoBanana2初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン（Ver.2.0）を基に作成



「生成AIを活用した授業づくり」

予想・考察の「アシスタント」としての生成AI活用事例
（勝浦町立勝浦中学校 谷口勇先生の実践より）

〇課題に対して自分なりの予想や仮説を立てる段階・結果から考察を考える段階で、
生成AIを「アシスタント」として活用する。

例：中学校１年生「身のまわりの物質」・・・白い粉末「物質X」の特定
方法: 生徒が考えた仮説や、実験結果の分析により考えた考察を入力し、AIに助言を

受けたうえで、最終的な結論を自分で導き出す。

白い粉末「物質X」の正体をつきとめる方法について

「生成ＡＩに聞いてみる」
自分の仮説や考察の

内容をAIに確認させる

2026年7月2日（木）勝浦町立勝浦中学校 前期学校訪問の様子より

「顕微鏡で見てみる」

「加熱してみる」



「生成AIを活用した授業づくり」

実践を通して

〇子どもたちは「生成AI＝賢い」という
先入観があり、写真を見せればすぐに
物質Xの正体を判別してくれると思って
いたようだが、当然それだけでは正しい
答えは出ないことに知的な興味や新鮮
な驚きを抱いていた。

〇「AIは100％正しい答えを出すこと
はない」ということを実感したことで、
「どういう情報を示せばよいのか」「そん
な視点で情報を集めればよいのか」と
いうことを考えることにつながったので
はないか。

〇生成AIの力を借りても、「自分で結果
を出すこと」ができたことで、満足感を
得ることができた生徒も多かった。

〇生成AIは「道を示すもの」
→「人間中心の原則」の考え

〇生成AIの活用を通した、
情報活用能力や理科の見方・
考え方の育成

〇自己有用感の高まりに伴う
学習意欲の向上



「生成AIを活用した授業づくり」

教師によるオリジナル教具・教材の作成

授業で「この単元にぴったりなツー
ルがあればいいのに」と思ったもの
を、専門知識がなくても自作できる
ようになる。（バイブコーディング）

「プログラミングの知識（How）」の
壁がなくなり、「何を作りたいか
（What）」というアイデアや企画力
さえあれば、誰でもツールを生み出
せる。

例：音の授業で使えるオシロスコー
プのアプリを作りたい

プロンプト例

この内容をメモ帳に
コピー＆ペーストするだけ



「生成AIを活用した授業づくり」

自分の望む機能に近付けていく
プロンプト例

generated by NanoBanana2

生成の都度、メモ帳に
コピー＆ペーストする

コードを生成



「生成AIを活用した授業づくり」

ここまでの内容を踏まえて、

・感想や気付き、

・生成AIを活用して、
「できそうなこと」
「やってみたいこと」
「疑問に思ったこと」

などを共有してみてください。

generated by NanoBanana2



リフレクション（振り返り）

本日の研修を

振り返って学んだこと

今後の実践に

どう取り入れていくか

generated by NanoBanana2

Classroomのスプレッドシート
「リフレクション」に御記入ください。



事 務 連 絡

事例紹介で作成した

オシロスコープアプリについて

以下の二次元コードよりダウンロードできますので、

よろしければ御活用ください。

※県域アカウントの端末より読み取りをお願いいたします。

（使用の御感想、「こんな機能があるともっと便利かも」といった御意見等もいただけると

非常に嬉しいです。）
• あ 

英数字の文字ばかりが表示されますが、
一旦ダウンロードしていただき、ダウンロー
ドしたものを開いていただけると、ブラウ
ザ上でアプリが起動します。


